
令和４年６月３０日（木）

第１２２回八戸市都市計画審議会

【説明資料】
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都市計画に関する情報提供

①八戸市都市計画審議会について

②八戸市都市計画マスタープランについて

③八戸市立地適正化計画について

④今後の予定について
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①八戸市都市計画審議会について

都市計画法第77条の２第1項の規定により設置される機関で、
①都市計画法によりその権限に属された事項の調査審議をすること
②市⾧の諮問に応じ都市計画に関する事項の調査審議をすること

1.職務

2.審議会委員構成
当審議会の委員は、学識経験者、市議会議員、国・県の職員、市の住民で構成。
委員数は15名。

3.審議会の位置づけ
「都市計画を決定・変更する際、都市計画審議会の議を経て決定・変更するも
の」と都市計画法の条文に記載されている。

◇都市計画審議会で案が否決されると、一般的には都市計画を決定・変更
できない。

言い換えれば

【都市計画の種類】
土地利用（市街化区域、市街化調整区域、用途地域など）、都市施設（道路、公園、下水
道など）、市街地開発事業（土地区画整理事業など）、地区計画等
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①八戸市都市計画審議会について
４．最近の都市計画決定・変更に関する議案

根城西ノ沢
汚水中継ポンプ場の決定

おいらせ町分離に伴う
八戸都市計画区域の変更

埋立に伴う
・区域区分の変更
・用途地域の変更
・臨港地区の変更

旧柏崎小学校跡地について
・用途地域の変更
・準防火地域の変更
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②八戸市都市計画マスタープランについて
■都市計画マスタープランについて（平成30年3月策定）

計画の役割

●八戸市が目指すべき将来都市像を示し、都市計画に対する市民等の理解を
深める。

●都市づくりの基本的な整備方針を示し、都市計画の一体性や、他の計画・
施策との整合性・総合性を確保する。

●個別の都市計画や関連する施策などに対する合意形成の円滑化を図る。

●目指す将来像やその実現に向けた基本方針などを示す「都市計画」の指針
●対象地域:八戸市全域
●目標年次:令和２０年
●改定の背景

平成１６年３月に策定した「都市計画マスタープラン」に
ついて、人口減少・少子高齢社会といった社会情勢に加え、
旧南郷村との合併、東日本大震災の発生、平成２９年１月の
中核市への移行など、当市を取り巻く状況が大きく変化した。
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■計画の位置づけについて

②八戸市都市計画マスタープランについて
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②八戸市都市計画マスタープランについて

【都市計画マスタープランの構成】

【将来都市像】 【将来都市構造】

■計画の構成について

第１章 八戸市の
概況と課題

概況を整理し、社会情勢の変化や将来展望を踏まえ
ながら都市計画に求められる課題を抽出する

第２章 全体構想 基本理念および将来都市像を定め、それを実現する
将来都市構造を示す

第３章 地域別構想 市内を11の地域に区分し、それぞれの将来像を示す

第４章 計画の実現に向けて 構造の実現のための進め方を示す
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③八戸市立地適正化計画について
■立地適正化計画とは（平成30年3月策定）

8

「市内幹線軸」バス路線

「八戸市地域公共交通網形成計画」の中で、
市内の主要な12のバス路線を「市内幹線
軸」として位置づけ、将来的にも現状と同程
度のサービス水準を確保していく。

居住誘導区域

〇面積：約2,583ha 
〇誘導対象：集合住宅や宅地分譲など、

一定規模以上の住宅開発
〇区域設定基準
→公共交通の利便性の高いエリア
1. バス路線（市内幹線軸）から「道のり」

300m⇒直線距離（幅）約200m
2. 鉄道駅（八戸駅除く）から半径500ｍ
3. 鉄道駅（八戸駅）から半径1km
を基本とし、国勢調査：基本単位区に
基づいて具体的な区域を設定

●都市機能や居住の適正な立地を促進することで、「コンパクト＆ネットワークの都市構
造」の形成を進め、望ましい人口密度や生活を支える様々なサービスが維持されたまちづ
くりを推進するための計画
●位置づけ:都市計画マスタープランの一部 ●目標年次:令和２０年
●対象区域:都市計画区域全域



③八戸市立地適正化計画について
■都市機能誘導区域
●面積:約232ha（市街化区域面積の約4％）

9※誘導施設：都市機能増進施設

・田向地区計画における、公共公益
施設地区の一部、沿道地区(1)、
沿道地区(3)に該当する区域
【誘導施設】大規模病院等

・八戸駅周辺の「商業地域」の範
囲を基本に、駅西土地区画整理
事業地内の一部を含む区域
【誘導施設】その他集客施設

・「八戸市中心拠点地区整備計画」
の計画区域を基本とした区域
【誘導施設】大規模商業施設、大規
模病院等、その他集客施設

八戸駅周辺地区:約30ha

田向地区:約27ha

中心街地区:約175ha
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③八戸市立地適正化計画について
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■都市機能誘導区域における誘導施設

・地区:田向地区
・施設:大規模病院等

・地区:八戸駅周辺地区
・施設:その他集客施設

誘導施設が“呼び水“となり、「誘導施設」を含めた様々な
都市機能の立地・集積につながっていくことが期待される

【フラットアリーナ】

【新美術館】

【八戸市総合保健センター】
【八戸市総合検診センター】

・地区:中心街地区
・施設:その他集客施設

【八戸市総合保健センター】

【八戸市総合検診センター】



③八戸市立地適正化計画について
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●立地適正化計画を策定した場合、概ね5年毎に施策の実施状況についての
調査、分析及び評価を行うよう努める。（都市再生特別措置法第84条１項）

●八戸市立地適正化計画は、平成３０年３月の策定から５年が経過すること
から、中間評価では、令和２年度の国勢調査や、居住誘導区域の人口、公共
交通利用者数、また、都市機能誘導区域の誘導施設の立地状況等を基に、
評価を行う。

１．現行計画の中間評価

●頻発、激甚化する自然災害に対応した安全なまちづくりを推進するため、
令和２年９月に都市再生特別措置法が改正され、立地適正化計画に、防災・
減災対策を定める「防災指針」の位置付けが必須となった。

２．防災指針の策定

●居住誘導区域の設定根拠となる、市内幹線軸（バス路線）の見直しとの整合
性及び、立地適正化計画策定後に公表された災害ハザードエリア（※１）を
考慮した居住誘導区域の見直し。
（※１）洪水浸水想定区域（新井田川）、津波浸水想定区域（千島海溝モデル）

３．居住誘導区域の見直し３．居住誘導区域の見直し

■計画の見直しについて



④今後の予定

※今後の関係課、関係機関との調整により、
開催時期・回数等は変更になる可能性があります。
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〇都市計画審議会開催月:６月、１０月、２月

※令和５年度につきましては、立地適正化計画の
見直しを予定しております。


